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英
詩
の
展
開
』

充
実
し
九
も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
、
知
る
人
ぞ
知

る
、
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、

林
秋
石
博
士
記
念
事
業
会
の
名
に
お
い
て
編
集
さ

れ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
の
は
じ
め
と
終
り

を
、
上
野
直
蔵
名
誉
教
授
、
そ
れ
に
林
先
生
の
友

人
や
教
え
を
う
け
た
者
一
同
の
一
憂
に
ょ
っ
て
か

こ
ん
で
い
る
。

す
で
に
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
と
き
か
ら
、
い
く
つ

か
の
す
ぐ
れ
た
詩
集
を
発
表
さ
れ
て
い
た
先
生

は
、
本
当
ナ
へ
来
ら
れ
て
か
ら
以
後
も
、
ト
促
R
ミ
器

§
山
、
ミ
器
、
§
武
(
一
九
五
八
)
、
山
辻
隷
器
、
§
価

n
ミ
ら
§
ミ
辻
§
ミ
(
一
九
六
二
)
、
そ
れ
に

「
花
伝
誓
」
の
英
訳
(
一
九
六
八
)
な
ど
の
す
ぐ

れ
た
業
績
を
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
に
害
か
れ

九
珠
玉
の
単
論
文
を
集
め
た
も
の
が
本
書
で
あ

る
0
 
,
.
↓
ず
ゆ
ン
曾
ゆ
旦
0
 
乏
n
ゆ
气
と
題
す
る
、

ご
担
当
の
ク
ラ
ス
の
こ
と
を
う
た
っ
た
詩
を
、

い

わ
ば
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て
、
'
,
↓
ず
ゆ
則
出
如
=
m
ず

〆
イ
門
一
n
一
口
一
ず
ゆ
 
m
-
X
§
昇
ず
δ
ゆ
⇔
三
選
ご
令
一
ず
ゆ

則
詩
伽
=
m
ず
ビ
一
牙
昔
芽
ゆ
 
m
ゆ
ぐ
含
§
=
ヨ

δ
ゆ
出
三
選
ご
二
m
0
ヨ
ゆ
 
n
ず
§
n
§
一
m
牙
m
 
0
{

冨
0
ル
ゆ
昔
「
0
ゆ
一
々
ご
二
k
旦
m
゛
則
0
旨
住
曾
ル

Z
0
捌
益
昌
か
ご
ニ
ン
Z
0
一
ゆ
0
=
一
ず
ゆ
m
ず
山
片
ゆ
m
七
ゆ
嬰
ゆ

)
で
又
選
写
少
、
、
の
論
文
が
続
く
。
論
文
の
題
名
か

著
者
名
の
ハ
ブ
ル
は
、
い
ま
や
へ
ン
・
ネ
ー
ム

で
し
か
な
い
。
実
名
は
林
秋
石
。
一
九
五
四
年
、

戸
ヨ
色
選
三
一
=
§
m
 
l
0
ず
ず
ゆ
=
氏
は
、
世
阿
弥

元
清
に
、
能
に
ひ
か
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
わ

が
国
に
来
た
り
、
京
都
に
お
ち
つ
き
、
黒
社
大

学
の
教
授
忙
就
任
さ
れ
九
。
そ
の
後
し
ぱ
ら
く
し

て
、
国
籍
も
日
本
に
移
さ
れ
、
名
も
林
秋
石
と
あ

ら
た
め
ら
れ
た
。
定
年
で
、
同
志
社
を
去
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
九
一
九
七
0
年
ま
で
、
英
文
学
科
の

陣
容
は
、
教
授
を
持
つ
こ
と
に
ょ
っ
て
、
一
段
と

(
東
京
・
南
雲
堂
、
英
文
、
 
A
5
判

三
四
頁
、
-
 
0
0
0
円
)

ら
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
英
詩
の
展

開
を
通
史
的
に
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
詩
人
、
学
者
で
あ
る
著
者
の
好
み
が
と
ら
え

九
英
詩
の
諸
相
が
、
見
彬
う
き
ぽ
り
に
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
や
は
り
、
こ
れ
は
林

秋
石
風
の
「
英
詩
の
展
開
」
で
も
あ
ろ
う
か
。
そ

の
す
ぐ
れ
た
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
に

用
い
ら
れ
九
、
酒
脱
た
、
洗
練
さ
れ
た
、
平
易
な

語
り
方
も
味
わ
う
べ
き
も
の
と
し
て
特
筆
し
て
お

き
た
い
。

私
は
、
し
か
し
、
本
書
の
表
題
に
は
、
英
語
の

武
.
§
~
§
宅
の
方
を
好
む
。
九
だ
し
、
こ
れ
が
「
雑

文
の
よ
せ
集
め
し
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
れ
は
立
派
な
「
論
文
集
」
な
の
で
あ
り
、
更
に

い
え
ぱ
、
こ
の
武
.
ミ
~
§
宅
と
題
さ
れ
九
書
物

が
、
英
詩
の
展
開
の
上
に
実
に
重
要
な
役
割
り
を

は
九
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
の
で
あ
る
。
↓
0
ミ
伽

ミ
"
.
§
~
§
¥
↓
0
弾
§
,
仏
ミ
勢
R
~
§
宅
な
ど
が

英
詩
史
の
中
で
い
か
に
重
要
な
位
置
を
し
め
る
か

は
、
著
者
も
本
書
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
。

ミ
§
~
§
宅
と
い
う
一
見
さ
り
げ
な
い
表
現

が
つ
け
ら
れ
た
背
後
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
も
含
蓄

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ひ
ょ

つ
と
し
九
ら
、
私
の
邪
推
で
も
あ
ろ
う
。
し
か

ル
筈
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し
、
そ
れ
だ
と
し
た
ら
、
私
は
そ
れ
を
希
望
に

か
え
る
で
あ
ろ
う
。
壽
史
の
な
か
で
上
述
の

ミ
勢
R
~
§
区
が
あ
た
え
た
と
相
似
た
触
発
作
用

を
、
こ
の
本
は
一
響
に
あ
た
え
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
.
(
木
村
俊
夫
・
大
学
文
学
部
教
授
)

田
畑
忍
著

『
日
本
の
平
和
愚
』

(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
 
B
6
判

二
四
三
頁
、
三
0
0
円
)

本
書
は
護
憲
と
永
世
中
立
宣
言
の
運
動
に
挺
身

し
て
お
ら
れ
る
田
畑
忍
博
士
の
古
稀
最
初
の
出
版

で
あ
る
。
私
は
日
頃
、
博
士
の
身
近
か
に
接
し
、

博
士
の
あ
の
気
呪
に
満
ち
た
、
持
続
す
る
情
熱
が

い
っ
た
い
何
に
源
泉
す
る
の
か
知
り
た
い
と
思
っ

て
き
た
。
本
書
を
読
了
し
た
い
ま
、
博
士
の
魂
腿
の

一
端
に
ふ
れ
得
た
と
い
う
想
い
を
禁
じ
え
な
い
。

序
論
の
「
平
和
思
想
の
系
譜
」
、
一
「
平
和
思

督
発
展
」
、
⇔
「
日
本
の
場
合
L
 
に
お
い
て
但

界
史
的
視
野
の
も
と
に
考
察
が
す
す
め
ら
れ
、
そ

の
な
か
に
日
本
の
平
和
思
想
の
位
置
づ
け
が
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
緻
蜜
な
論
証
を
ふ
ま
え

て
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
絶
対
平
和
主
義
、
、
氷

但
中
立
と
い
う
法
意
が
一
点
の
疑
い
の
余
地
な
き

明
晰
さ
で
説
か
れ
て
い
る
の
は
み
ど
と
と
い
う
ほ

か
な
い
。

う
ん
ち
く

博
士
の
薙
蓄
を
語
る
人
は
多
い
。
そ
れ
は
至
当

で
あ
る
。
だ
が
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う

く
者
を
明
治
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
博
士
は
ま
ど

う
か
た
な
く
明
治
人
的
で
あ
る
。
こ
の
不
動
の
信

念
の
奥
底
か
ら
三
十
六
名
の
平
和
思
想
家
に
対
面

し
、
と
き
に
自
問
自
答
し
つ
つ
論
じ
ら
れ
た
が
故

に
筆
致
が
鮮
明
な
の
で
あ
る
。
本
書
一
巻
の
特
長

粘

を
列
記
し
て
筆
を
措
こ
う
。
巻
頭
の
豊
富
な
肖
像

写
真
、
関
連
写
真
、
揮
毫
写
真
は
何
も
の
か
を
語

り
か
け
て
く
る
。
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
目
次
の

題
名
が
実
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
本
書
を
読
了
し

て
、
い
ま
一
度
目
次
を
み
る
と
よ
い
。
本
文
の
叙

述
が
浮
か
ん
で
く
る
。
た
と
え
ぱ
、
「
護
態
・
抵

抗
・
非
戦
の
田
中
正
造
」
、
「
議
会
制
民
主
主
義
に

徹
し
た
斉
藤
隆
夫
」
、
「
戦
時
、
反
戦
・
抵
抗
に
終

始
し
た
記
者
、
桐
生
悠
々
」
の
如
く
で
あ
る
。
豊

富
な
引
田
文
献
、
参
考
資
料
、
巻
末
の
人
名
索

引
は
便
利
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
類
の
な
い
本
書
一
巻
を
三
読
沈
思
す

る
こ
と
で
、
私
ら
は
日
本
の
平
和
思
想
の
遺
産
、

そ
の
制
度
的
根
拠
を
知
ら
さ
れ
る
。
と
共
に
、
私

ら
が
負
わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
歴
史
の
重
み
を
熟
考
さ
せ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
読
者
へ
の
配
慮
を
も
っ
た
一

巻
で
あ
る
。

本
論
の
「
明
治
の
平
和
思
想
家
た
ち
」
で
は
、

横
井
小
植
北
村
透
谷
、
内
村
鑑
二
、
幸
徳
秋
水
、

田
中
正
造
等
々
一
七
名
が
、
「
大
正
、
昭
和
の
平

和
思
想
家
た
ち
し
で
は
、
吉
野
作
造
、
尾
崎
行
雄
、

大
杉
栄
、
斉
藤
隆
夫
、
矢
内
原
忠
雄
、
南
原
繁
等

々
一
九
名
の
平
和
思
想
家
が
、
彼
等
の
生
き
よ
う

の
根
抵
を
見
据
え
る
博
士
の
ゆ
る
が
ぬ
視
線
と
愛

情
に
ょ
っ
て
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

い
か
に
冷
静
、
客
観
的
に
描
こ
う
と
も
、
そ
の

行
問
に
論
者
の
息
づ
か
い
は
瀋
み
出
る
も
の
で
あ

る
。
平
和
思
想
家
を
論
ず
る
そ
の
態
度
の
一
貫
性

が
胸
を
打
つ
。
そ
れ
は
博
士
御
自
身
が
真
正
の
平

和
主
義
者
、
人
権
主
義
者
の
故
で
あ
る
。
ど
の
ひ

と
り
を
も
お
ろ
そ
か
に
論
じ
て
い
な
い
こ
と
が
、

こ
の
と
と
を
示
し
て
余
り
あ
る
。

私
は
世
代
論
と
い
う
も
の
を
さ
ほ
ど
信
じ
な

い
。
が
、
も
し
、
道
義
を
重
ん
じ
筋
を
通
す
と
い

う
こ
と
に
人
間
の
生
き
る
ま
っ
と
ぅ
な
原
姿
を
お



同
志
社
社
史
々
料
編
集
所
編

『
史
料
章
報
』
第
五
集

(
同
志
社
、
 
B
5
判
五
十
二
頁
、
一
五
0
0
円
)

新
刊
の
社
史
々
料
編
集
所
「
史
料
乗
毅
」
第
五

集
は
、
現
存
の
京
都
府
文
書
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

稿
本
「
京
都
府
史
」
と
京
都
府
文
書
中
の
教
育
記

録
の
筆
写
本
(
仮
に
「
徳
重
資
料
」
と
い
う
)
と

の
忌
の
資
料
か
ら
、
同
志
社
初
期
の
史
料
を
収

録
し
て
い
る
。

「
象
報
」
第
二
集
に
は
京
都
府
知
事
か
ら
外
務

郷
に
報
告
し
た
「
同
志
社
視
察
之
記
L
(
明
治
十
二

年
五
月
t
同
十
六
年
六
月
)
が
外
務
省
器
か
ら

収
録
さ
れ
、
第
三
渠
に
は
明
治
八
年
十
一
月
「
同

志
社
仮
規
則
」
が
某
大
学
所
蔵
本
か
ら
登
載
さ
れ

る
な
ど
、
社
外
の
同
志
社
史
料
蒐
集
の
レ
コ
ー
ド

は
進
む
。

第
五
集
採
録
資
料
の
一
つ
で
あ
る
京
都
府
文
書

は
、
京
都
府
庁
か
ら
府
総
合
資
料
館
に
引
継
が
れ

た
現
存
の
記
録
で
あ
る
が
、
こ
の
公
文
書
か
ら
は
、

最
近
青
山
墓
地
に
墓
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

D
.
C
.
グ
リ
ー
ン
の
条
約
書
を
は
じ
め
、
初
期

の
米
国
人
教
師
関
係
書
類
若
干
が
収
め
て
あ
る
0

史
料
的
価
値
か
ら
い
う
と
、
編
纂
も
の
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
「
一
齢
府
史
」
に
は
、
私
塾
用
業
願
、

私
学
開
業
存
寄
書
、
明
治
九
年
六
月
の
同
志
社
規

釦
の
よ
う
な
、
同
倉
英
学
校
削
学
当
初
の
経
緯

を
明
白
に
し
た
価
値
の
高
い
史
料
が
あ
る
0
 
こ
の

「
京
都
府
史
」
は
、
内
閣
文
庫
「
府
県
史
料
L
 
中

の
「
京
都
府
史
料
L
 
の
複
本
に
あ
た
る
も
の
で
あ

り
決
し
て
、
珍
ら
し
い
文
献
で
も
な
い
が
、
何

故
か
今
ま
で
の
同
志
社
々
史
に
は
利
用
さ
れ
て
い

「
黎
資
料
」
は
、
元
来
昭
和
十
五
年
に
上
巻

だ
け
か
刊
行
さ
れ
た
「
京
都
府
教
育
史
」
編
纂
の

た
め
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
、
編
纂
執
筆
の
一
人

で
あ
る
故
蟹
浅
吉
大
谷
大
学
教
授
の
手
元
に
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
所
収
の
明
治
十
年

の
い
く
つ
か
の
家
塾
願
は
、
同
志
社
女
学
校
が
同

志
社
分
校
女
紅
場
の
名
称
で
開
学
願
を
出
し
た

の
が
、
府
勧
業
課
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
て
女
学
校

と
名
称
を
変
更
し
た
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
0
 
そ

の
ほ
か
女
学
校
外
国
人
傭
人
一
件
の
器
な
ど
史

料
の
乏
し
い
女
学
校
史
の
欠
を
補
う
も
の
が
少
な

志
社
雇
入
米
国
人
宣
教
師
の
動
靜
の
探
索
書
で
あ

る
こ
の
報
告
齊
は
京
都
府
か
ら
外
務
省
へ
上
申

し
た
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
「
京
都
府
史
」
明
治

十
年
八
月
の
探
索
沓
の
出
所
で
あ
る
「
外
国
人
雇

入
一
件
」
記
録
は
、
今
は
そ
の
所
在
が
不
明
で
あ

る
と
こ
ろ
が
「
徳
重
資
料
」
に
は
、
原
本
が
失

な
わ
れ
た
探
索
書
が
籌
さ
れ
て
い
て
テ
ー
ラ
、

レ
ー
ル
子
ト
、
デ
ビ
ス
、
ド
ー
ン
ら
の
動
票
わ

か
る
0
 
女
学
校
で
は
ハ
ム
レ
ー
(
。
ハ
ミ
リ
ー
)
、
ウ

イ
ル
ソ
ン
向
人
の
所
業
、
給
料
の
出
所
に
つ
い
て

の
疑
い
な
ど
を
記
し
た
探
索
選
が
あ
る
0
 
ま
た
同

志
社
地
所
入
手
に
関
す
る
探
索
書
も
あ
る
0
 
「
粂

報
」
所
収
の
「
徳
重
資
料
」
に
は
係
員
の
印
章
が

省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
手
控
に
よ
る
と
探

索
書
に
は
監
察
掛
六
等
属
高
木
文
平
の
印
が
押
さ

れ
て
ぃ
る
こ
と
誕
め
ら
れ
る
。
女
紅
場
の
名
称

を
女
学
校
と
改
称
す
る
こ
と
を
学
務
課
へ
詮
議
を

申
し
出
た
勧
業
課
の
文
'
の
付
髄
に
も
「
栞

文
」
の
印
が
あ
る
。

以
上
収
録
の
資
料
は
、
残
存
す
る
史
料
の
至
っ

て
乏
し
い
開
学
当
時
の
も
の
で
あ
り
、
こ
黒
味

に
お
い
て
史
料
編
辧
の
社
外
資
料
の
蒐
集
の
労

苦
を
多
と
し
た
い
。

(
重
久
篇
太
郎
・
大
学
文
学
部
嘱
託
講
師
)

く
な
い
0

殊
に
興
味
を
ひ
く
の
は
、
京
都
府
監
察
掛
の
同

な
い
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